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【科目】生物機能化学実験
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・4 年次
【担当教員】

大和田 恭子
宮越 俊一

【授業目標・教育方針】
生体を構成する主要な物質について理解を深め、これらを利用する基礎的な知識・技術を習得する。すでに物質工学
実験 III において習得した基本的な操作を使い、確実な実験操作を身につける。酵素や DNA の調製、電気泳動、酵素
を使った物質変化、分子間相互作用の解析などを行う。

【授業概要】
次の４種類のテーマで実験を行う。テーマ終了毎にレポートを提出する。４グループに分かれ、ローテーションによ
り各実験を行う。
テーマ１．酸性ホスファターゼ（酵素の部分精製）
　　　２．核酸の抽出
　　　３．光学異性体の分割
　　　４．形質転換

【教科書・教材・参考書 等】
実験テキストとしてプリントしたものを配布する。

【メッセージ】
・欠席しないこと
・レポートの提出日を守ること

【成績評価方法】
［後期］レポート：60%，その他：実験態度（40％）

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：生物機能化学実験）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス 実験テキストの配布、説明、諸注意
第 2 回 実験説明 各テーマについての説明
第 3 回～第
6 回

ホスファターゼ 酸性ホスファターゼをサツマイモから抽出し、アセト
ン分画、硫安分画等により精製する。各精製段階にお
ける活性強度、電気泳動パターンを比較する。

レポート

第 7 回～第 8 回 核酸 ニシン白子から DNA を抽出・精製する。得られた
DNA の熱変性による紫外吸収変化を測定する。

レポート

第 9 回～第 11 回 光学異性体の分割 酵素の基質特異性を利用してＤ，Ｌ - アミノ酸の等量
混合物（ラセミ体）からＬ - アミノ酸を得る。

レポート

第 12 回～第 14 回 形質転換 （１）プラスミドによる大腸菌の形質転換
（２）GFP 遺伝子のアラビノースによる発現誘導

レポート

第 15 回 まとめ まとめと後片付け
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